
ひょうご脱炭素経営セミナー

日時 令和５年７月12日（水） 14：00～16：00

場所 ラッセホール ５階 サンフラワー (神戸市中央区中山手通4-10-8）

開催方法 ハイブリッド方式(会場100名・オンライン200名)

○主催 兵庫県、公益財団法人ひょうご環境創造協会、ひょうご持続可能地域づくり機構（HsO）
株式会社三井住友銀行、国立大学法人神戸大学、公益財団法人地球環境戦略研究機関（IGES）、株式会社神戸新聞社

プログラム

「兵庫県の脱炭素化に関する取組紹介」

兵庫県 環境部環境政策課 副課長兼温暖化対策班長 満月 卓

「脱炭素経営入門」

ひょうご持続可能地域づくり機構（HsO） 代表理事 畑中 直樹

「カーボンフットプリントの普及促進」

地球環境戦略研究機関（IGES）関西研究センター プログラムディレクター 小嶋 公史

取組紹介

講 演

「これから始めるCO2排出量の算定・効率的手法で取り組む脱炭素経営」

三井住友銀行 サステナブルソリューション部 サステナビリティエキスパート 清水 倫

開会挨拶
兵庫県 環境部長 菅 範昭

休憩（10分）

講 演

「脱炭素×SDGsオーガナイザー育成プログラム第8期講座の説明」

ひょうご持続可能地域づくり機構（HsO）

閉 会



講演者プロフィール

ひょうご持続可能地域づくり機構（HsO） 代表理事/大阪大学大学院工学研究科招聘教員(環境・エネルギー工学専攻)

畑中 直樹 氏

IGES関西研究センター プログラムディレクター

小嶋 公史 氏

兵庫県環境部環境政策課 温暖化対策班
TEL：078-362-3273 FAX：078-382-1580
E-mail：kankyouseisakuka@pref.hyogo.lg.jp

連絡先

慶應義塾大学にて、SDGsの前身であるMDGsを専攻。
「お金の流れから社会を良い方向に変えたい」との思いから、2007年三井住友銀
行入行。
法人営業部での勤務を経て、新規ビジネス開発を行う部署へ異動。
2017年行内での新規ビジネスアイディアコンテストでの入賞を機に、2018年東
京都と共に政策特別融資『三井住友銀行経営基盤強化「SDGs経営計画策定支
援」』を立ち上げ、2020年、日本総合研究所と共に、横浜市における地方創生
SDGs金融制度の構築を支援。
現在は、Sustana(CO2排出量算定・削減支援クラウドサービス)をはじめとする
サステナブルソリューション全般の企画・開発・推進を行う。

博士（環境科学）。1964 年横浜生まれ・福岡市育ち。
大阪大学工学部環境工学科卒業後、一貫して地域の環境問題・持続可能な地
域づくりに取り組むかたわら、（財）地球環境戦略研究機関（IGES）客員研究
員、行政の各種委員等を務める。
また、自然再生や森林・木材関係のNPO 等の役員としても多数活動。総務
省地域力創造アドバイザー、( 一財) 地域総合整備財団（ふるさと財団) 地域
再生マネージャー。

三井住友銀行 サステナブルソリューション部 サステナビリティエキスパート

清水 倫氏

東京大学大学院工学系研究科修士課程修了（工学修士）、英国ヨーク大学環
境学部博士課程修了（Ph.D.）。1994年より株式会社PCIにおいてコンサル
ティング技師として政府開発援助プロジェクトに従事。ヨーク大学で博士号
取得後、2005年より公益財団法人地球環境戦略研究機関（IGES）勤務。主
に東アジア地域の持続可能な開発に関する定量的政策分析に従事。専門は
環境経済学、環境・開発政策評価。

2050年カーボンニュートラルの実現に向け、兵庫県では、2022年３月に「兵庫県地球温暖化対策推
進計画」を改定し、2030年度の温室効果ガス削減目標を2013年度比▲48％と強化しました。

この目標を達成するため、本年２月に、三井住友銀行、神戸大学、地球環境戦略研究機関(IGES)、神
戸新聞社及び兵庫県の５者が協定を締結し、地域の脱炭素化に向け、連携して取り組んでおります。

今回、協定に基づく取組として、企業の脱炭素経営をテーマとしたセミナーを開催します。


